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先端分析・計測機器開発センター
および共同利用プラットフォーム構

想

日本学術会議・分析化学分科会

鈴木孝治・尾嶋正治・一村信吾

日本化学会春季年会
先端計測の動向

研究を支える機器開発と共用プラットフォームの構築
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JST先端計測プログラムの歴史
（尾嶋正治先生の資料）

JST先端計測プログラムの特徴
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予算額・開発課題の推移

予算額累計・開発成果の売上額累計
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先端計測分析技術・機器開発プログラム
ー１０年の成果と今後の展望ー

共用プラットフォーム
の現状
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新たな共用システムの導入

平成２９年度から先端計測は新しい事業に
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１）背景：分析技術に関連するノーベル賞は多く、分析技術および機器開発は、 先端研
究には必要不可欠。しかしながら先進技術立国を進める我が国には、 産官学がまとまっ
て先端分析技術および分析機器の開発を行い、それらを利用できる拠点がない。

２）分析化学分科会での検討：分析機器開発の現状、分析プラットフォームのあり方
の議論、および毎年開催するシンポジウム＠学術会議講堂での議論を通して、

「 先端分析・計測機器開発センター」設立の必要性、緊急性を強く認識。

３）提案の概要：産学が共同で「 先端分析技術および機器開発を進める分析・計測プラ
ットフォーム(共同開発・利用拠点)」を構築。世界的に社会ニーズの高い重点研究開発３分
野：１）極限計測技術開発部門、２）高度イメージング技術開発部門、３）安全安心分析技
術開発部門、を中心にして、先端分析機器共同利用促進部門（分析・計測プラットフォーム
を担当）を加えた合計４部門から構成。

４）第５次科学技術基本計画：Society 5.0（超スマート社会）において重きを置くべき課題
として「先端計測技術」が挙げられ、「計測・診断・イメージングの高度化」が基盤技術の強
化項目の１つとされており、本提案はまさにその実現をめざすものである。

学術会議分析化学分科会からの提案の概要

「 先端分析・計測機器開発センター」構想

２）高度イメージング技術開発
生体のリアルタイムイメージング、
一細胞を詳細に観察できる３次元

イメージング技術の創成

生命機構解明・治療・創薬

１）極限計測技術開発
原子レベル解像度向上、アトグラム・
アトリッター以下への超微量計測実現

１原子・分子計測の技術と理論創成

３）安全安心分析技術開発
環境現場分析、医療現場分析など

の高感度POCT機器開発
有害物迅速一斉検査技術の開発

食・環境・健康などの
迅速・高度診断

先端の分析技術および機器開発は、分析計測を飛躍的に向上させる科学イノベーションに
寄与するだけでなく、日本国発の次世代新材料・新産業に大きく貢献できる点に 大の

意義があり、「 先端分析・計測機器開発センター」が社会に果たす役割は大きい。

先端分析機器共同利用促進部門
先端分析機器および全国の大学・企業の大型分析装置をプラットフォーム化することに

より、効率的な分析機器利用運営が可能。日本が得意とするものづくりを強力に支援

分析計測ビッグデータの収集と活用
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大型研究計画としての位置づけ
国家としての戦略性、緊急性

NMR‐PF

各共用プラットフォーム（PF)を統合して管理

ナノテク‐PF

光ビーム‐PF

HPCI‐PF

各大学‐PF

大型共用施設

放射光、中性
子、レーザ

「最先端分析・計測機器
研究開発センター」

「最先端分析・計測機器
研究開発センター」

先端分析機器
開発・利用促進

産官学連携の強化
新材料・新産業創生

国際的分析計測
拠点形成

ものづくり産業支援
分析計測人材育成 産業界：学会・国

分析機器工業会

連携

日本社会の未来Society 
5.0実現に貢献

開発した先端分析・計測機器
国の支援により開発するさまざまな先端分析機器

メーカーの開発した先端分析・計測機器

先端分析・計測機器
のユーザー

世界的に社会ニーズの高い重点研究開発３分野
（極限計測、高度イメージング、安全安心分析技術）

のみに特化して 先端分析技術・機器を開発

先端分析機器共同利用促進部門

超スマート社会実現の鍵を握る「計測・診断・イメージングの高度化」を加速、
研究開発と共用の好循環、日本発の新材料などのものづくりの実現

超スマート社会実現の鍵を握る「計測・診断・イメージングの高度化」を加速、
研究開発と共用の好循環、日本発の新材料などのものづくりの実現

ソリューションプラットフォーム・コンソシアム

計画の妥当性、成熟度
共同利用体制の充実度

１．妥当性
我が国には、開発した分析・計測機器を集約して共同利用できるプラットフォー

ムが無く、欧州や米国などでも極限計測やバイオ技術、高度イメージング技術の
集約的な施設がない。

「 先端分析・計測機器開発センターおよび共同利用プラットフォーム」が実現
できれば、国内外から科学者や研究者が集まり、世界的にニーズの高い分析技
術と 先端分析機器の研究開発が進められ、それらの有効利用が促進される。
その結果が２１世紀をリードする日本発の新材料や新産業を生む。

２．成熟度
日本学術会議、日本分析化学会、日本分析機器工業会、国立研究法人など産

学官の分析化学者が講演会や議論を重ねて計画を練りあげており、またローカ
ルではあるが既存のプラットフォーム（ナノ粒子計測プラットフォームなど）で試行
して、有用性を実証している。

３．共同利用体制の充実度
共同利用運営のノウハウは十分蓄積されており、本提案でその統合型プラット

フォームを構築する。本提案は 先端分析技術開発だけではなく、当初から共同
利用をミッションにした「先端分析機器利用促進部門」を設置している点に特徴が
ある。
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先端分析機器に対する社会ニーズとシーズ
社会的価値（国民の理解、知的価値、経済的・産業的価値）

機器分析に使用される分析装置の用途は基本的に４つ

１． 先端研究開発の計測ツール
２．新材料開発の支援・材料解析と評価
３．品質管理計測・医療診断計測
４．環境計測や食品検査等の安全・安心計測

リアルタイムかつ
マルチ計測・解析へ

ナノ(nano、10-9)から
アト(atto、10-18))以下
の計測へ

1分子から１原子の計測・
制御・加工へ

「 先端分析・計測機器開発センターおよび共同利用プラットフォーム」
の果たす分析機器に対する今後のニーズ

「 先端分析・計測機器開発センターおよび共同利用プラットフォーム」
の果たす分析機器に対する今後のニーズ

性能追求から目的指向の高度分析機器へ 新たな分析技術から新産業へ

iPSなどの再生医療・生命解析

1原子単位複合材料創製

代替レアメタル・金属材料創製

ビッグデータ広域・詳細計測解析

ウエアラブル対応計測機器

人工知能ロボット計測技術

安全・安心予測計測技術などへ

未来技術
未来材料創製

今までにはない測る技術へ 日本発の新材料・新産業創生へ

日本の技術
基盤を支える
社会貢献へ


